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（Iverson et al., 2004; Covassin et al., 2013）、さらにはプロボクサーやNFL（National 
Football League）を引退した選手において，認知機能低下やアルツハイマー病の発症率と




問紙による認知機能の評価では、学習効果の影響（Macciocchi et al., 1996；Makdissi  et 






血流量の低下が示唆されている（Maugans et al., 2012）。さらにはchronic traumatic brain 
injury (CTBI)と診断された30歳代のボクサーにおいて，同年代の運動愛好者と比べて認知
機能とともに血圧自動調節能 (autoregulation)の障害を明らかにしており，慢性化した脳












機能を示すSACの値とCogSportにおける単純反応時間（simple reaction time: SRT）、選択
























ついて検討した。血圧自動調節機能は Willie et al.（2011）の bilateral thigh-cuff release 
techniqueに準じ、大腿部における血流制限前後の血圧と中大脳動脈の血流速度を経頭蓋ド
ップラ（transcranial Doppler: TCD）を用いて測定し、脳血流速度 (MCAv) の回復状態か
ら評価した（rate of regulation: RoR）。その結果、4 回以上の脳震盪既往を有する選手
































往は認知機能に影響を及ぼしているか？  日本臨床スポーツ医学会誌, 23(1), 66-73. 
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